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本報告書は、独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成の全国的・広域的 

ネットワーク活動支援事業として助成を受けて作成されたものです。 

  



 

巻頭言 

 

本報告書は独立行政法人福祉医療機構（WAM）の平成 25 年度社会福祉振興助

成事業「広域連携による持続的復興支援体制構築事業」の活動をまとめたものです。 

思えば、東日本大震災から 3 年が過ぎましたが、被災地では未だに 26.7 万人※1

の被災者が仮設住宅等で仮住まい等の避難生活を強いられており、瓦礫が撤去され

たままの被災地は荒野と化しております。 

 

この国家災害といっても良いほどの大災害は被災者の救助、救護、救援、支援そ

して地域の復旧・復興などあらゆる面で、既存の災害救助や被災者生活再建支援、

災害復興事業などについての制度の枠組みを超え、法律や行政施策の盲点を露呈さ

せてきました。これらのことは被災者に対応すべき自治体が壊滅的な被害を受け、

機能不全に陥ったことに起因するものです。また、県境を越えるような大災害では

地元の住民は己のことで手一杯で、ボランティアに参加するような力さえも失われ

ており、広域的な支援が不可欠でした。この行政や地元の大きな穴を補完して下さ

ったのが全国から駆けつけて下さったボランティアやＮＰＯの皆様でした。阪神淡

路大震災のときにボランティアの力や効果の大きさは知られていたものの、東日本

大震災では、広域性、多様性、自律性という点で阪神大震災を超えた重層的な支援

が被災者に行われました。しかし月日が経ってみると、ボランティアやＮＰＯが

100％の力を発揮するためには、今後取り組んでいかなければならない課題がある

こともわかってきました。 

 

一方、東日本大震災後、南海トラフ巨大地震津波などの発生が想定されるように

なり、東日本大震災の経験を踏まえた救助、救護、救援、支援など、広域的・全国

的な連携による防災・救援システムや地域の復旧・復興体制の整備が行政のみなら

ずボランティアやＮＰＯの分野でも求められていることがわかってきました。また

それらのシステムや体制は初動期から復興期に至るまで、臨機応変に変化していく

ことも求められているのです。 

その視点をいくつか例示すると、① 47 都道府県から瞬時に集まれること、② 多

分野が連携した支援であること、③ 情報センターの役割を担うセクションが必要

であること、④ 長期的な支援が行われること、⑤ 災害や支援の記録が常時蓄積さ

れていく仕組みが必要であることなどがあります。 

 

そこで、本事業は、被災直後から全国から被災地に集まり、寝食を忘れ、昼夜を

分かたずに支援活動に取り組んで来たボランティアやＮＰＯ同士で声をかけあい、

広域的・全国的なＮＰＯの連携による被災地支援や防災・支援システムの構築に取

り組むこととしたものです。  



 

取り組んだ内容の詳細については報告書をご覧頂くこととしますが、まず、東松

島市の仮設住宅にサロンを開設し、パッチワークやマッサージを行って被災者の心

と体に寄り添いました。次に、三重県津市で（人と絆）東日本復興チャリティイベ

ント in 香良洲を開催し、被災地を忘れないことと継続的な復興支援を訴えました。

そして、PRAY for JAPAN のＤＶＤの上映会と被災地の現状報告を全国各地で行

い、復興への道筋の見えない被災地の現状や復興するまでの継続的な支援を訴えま

した。また、全国に散らばった被災者間の絆を確かめ合うために、新しい情報メデ

ィアである U-stream を用いた交流を行いました。さらに、かつて防災教材として

使われていた「稲むらの火」のＤＶＤに英語、ギリシャ語の字幕をつけてＤＶＤ化

し、全国に届けています。 

 

これらの事業はまちづくりＮＰＯげんき宮城研究所が事務局となって、ＮＰＯか

なざわ志縁隊、ＮＰＯ法人メディアージ、災害支援ネットワークＮＰＯかけはし、

（人と絆）チャリティライブ実行委員会が広域連携による持続的復興支援体制構築

事業実行委員会を組織し、広域的な連携を行うことで実現できたものです。今回の

事業は広域的な大災害にとっては小さな事業ではありますが、今後も継続的に行う

ことで、大きなネットワークが構築され、初動機から長期間に亘る力強い支援に結

びついていくものと信じております。 

一方、テレビや新聞を見れば 2020 年の東京オリンピック開催の決定、ソチオリ

ンピックやアベノミックスなどの記事が国民の目を奪い、被災地への国民の関心は

低下するばかりです。仮設住宅に住む最後の一人が終の棲家に引っ越すまで震災は

終わらないのですが、被災地の現状がなかなか伝わらなくなってきていることも事

実です。国民の皆様が、折に触れ、東日本大震災の被災者のことを思い出し、継続

的に支援して頂くことを願ってやみません。 

 

末筆になりましたが、実行委員会のメンバーや事務局の労をねぎらうとともに、

サロン活動やチャリティ、上映会などの本事業にご参加頂いた全国の皆様、事業の

実施に協力頂いたＮＰＯ、関係各位に厚く御礼申し上げます。そして、なんといっ

ても独立行政法人福祉医療機構（ＷＡＭ）に心から感謝申し上げます。 

 

平成 26 年 3 月 

 

持続的復興支援体制構築事業実行委員会 

実行委員長 阿留多伎 眞人 

 
※1 復興庁資料（平成 26 年 2 月 13 日現在）による。 
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参 加 者 人 数 ： 延べ７６人 ス タ ッ フ 人 数 ： 延べ４５人
年 齢 層 ： ３０歳代～６０歳代 ボランティア人数： 延べ３１人

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

実施の様子：
　実行委員長及び実行委員、事務局、オブザーバーが毎回出席した。
第１回は、連携５団体及び実行委員、事務局、参加者の自己紹介を行い、助成
事業の概要を確認、共有した。第２回以降も、連携団体の所在地で開催し主に
事業の進捗状況の確認を行う。
第２回新見市開催では、地元紙の取材が入り後日掲載された。

参加者の声：
　回を重ねるごとに連携団体同士の理解が深まり、交流から新企画も生まれた。
　支縁活動での連携の必要性を痛感し、今後も継続し拡大していきたい。

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

共　催

実施目的・実施内容

　実施目的：実行委員長及び委員の選任
　　　　　　事業の進捗状況の把握
　　　　　　団体の相互理解
　　　　　　事務局会議の開催

　実施内容：各連携団体の所在地及び事業報告会で、全５回開催

　開催地　：金沢市、新見市、津市、石巻市、金沢市

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

会　場 金沢市、新見市、津市、石巻市、金沢市

日 （日） 16 ：2014 年 2 月 16 00

31 日 （日） 14 ： 00 ～

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

実行委員会の開催

事　業　実　施　報　告　書

2013 年 8 月
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実行委員会の開催

　　実行委員会
　　実行委員長　阿留多伎　眞人教授（尚絅学院大学人間総合学部生活環境学科長）
　　実行委員　　大森　功資（災害支援ネットワークＮＰＯかけはし　代表）
　　同　　　　　熊野　盛夫（ＮＰＯかなざわ志縁隊　代表）
　　同　　　　　鯖戸　伸弘（（人と絆）チャリティーライブ実行委員会　代表）
　　同　　　　　大矢　中子（ＮＰＯ法人メディアージ　代表理事）
　　同　　　　　髙橋　昌典（まちづくりＮＰＯげんき宮城研究所　代表理事）

　（１）第１回実行委員会
　　　　日　時：平成２５年８月３１日（土）１４：００～１６：００
　　　　会　場：喫茶メロメロポッチ（石川県金沢市）
　　　　参加者：委員６名、事務局４名、オブザーバー７名　合計１７名
　　　　内　容：助成事業の概要説明、各団体及び自己紹介、スケジュール確認

　（２）第２回実行委員会
　　　　日　時：平成２５年１０月５日（土）１６：００～１８：００
　　　　会　場：新見駅前交流センター（岡山県新見市）
　　　　参加者：委員６名、事務局３名、オブザーバー１１名　合計２０名
　　　　内　容：助成事業の進捗状況、課題、スケジュール確認

　（３）第３回実行委員会
　　　　日　時：平成２５年１１月２３日（土）１６：００～１８：００
　　　　会　場：サンデルタ香良洲　会議室（三重県津市）
　　　　参加者：委員６名、事務局３名、オブザーバー３名　合計１２名
　　　　内　容：助成事業の進捗状況、イベント視察、スケジュール確認

　（４）第４回実行委員会
　　　　日　時：平成２５年１２月２７日（金）１６：３０～１８：３０
　　　　会　場：東日本大震災圏域創生ＮＰＯセンター会議室（宮城県石巻市）
　　　　参加者：委員６名、事務局４名、オブザーバー７名　合計１７名
　　　　内　容：助成事業の進捗状況、事業報告会の件、スケジュール確認

　（５）第５回実行委員会
　　　　日　時：平成２６年２月１６日（日）１２：００～１３：００
　　　　会　場：ＩＴビジネスプラザ武蔵　６Ｆ交流室１（石川県金沢市）
　　　　参加者：委員６名、事務局３名、オブザーバー８名　合計１７名
　　　　内　容：事業報告会打ち合わせ、報告書作成の件、スケジュールの確認
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実行委員会の開催

第１回実行委員会
2013.8.31(土)

第２回実行委員会
2013.10.5(土)

第３回実行委員会
2013.11.23(土)

第４回実行委員会
2013.12.27(金)
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2013 年 6 月

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

サロンの開催／整体、生活サポート、文化交流

事　業　実　施　報　告　書

16 日 （日） 20 ： 30 ～

会　場 東松島市ひびき工業団地仮設住宅、石巻市住宅避難者宅

日 （木） 20 ：2014 年 3 月 13 00

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

共　催 NPOかなざわ志縁隊

実施目的・実施内容

○整体サロン運営　　　　　　　　　　○生活サポート（パソコン相談、包丁研ぎ）
○生ジュース提供　　　　　　　　　　○生活サポート（換気扇掃除､窓ふき）
○即興演劇上演                      ○能登近海鮮魚類提供
○軽音楽の生演奏上演                ○世界の打楽器を使ったリズムワークショップ
○床断熱シート設置                  ○箸作りワークショップ
○そば打ち体験ワークショップ

以上の実施により、復興に向けた文化的生活の支援と交流を図った。

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

・長い仮設住宅生活によるストレス、生活習慣、以前に体験した怪我、などを要因とする
骨のズレ、筋肉のこり、などを修復および軽減することができ、大変喜ばれた。
・包丁研ぎは、当初予定には無かったが、参加者との会話の中で、包丁が切れないという
話が出て、たまたま、隊員がナイフシャープナーを持っていたことから急遽実施すること
となった。（これをきっかけに、その後、包丁研ぎは人気の生活サポートとなった。）
・能登近海鮮魚提供では、石川県から「がんど」、「バイ貝」を持参し、その場でプロに
よる刺し身を提供、一部夕飯用にお持ち帰りいただいた。
・ハイアマチュアミュージシャンによる軽音楽の生演奏を楽しんでいただいた。
・リズムワークショップでは、被災地のみなさんも参加して、世界中の打楽器を鳴らすこ
とを楽しんでいただいた。
・箸作りとそば打ちでは、自分で作った箸で自分で作ったそばを食べていただき、手で作
ることの楽しみを味わっていただいた。
・床断熱シートは、仮設住宅の畳の下に敷いたり、コタツの敷布団の下に入れたりして、
暖房効果の向上を確認できた。

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

参 加 者 人 数 ： 延べ約５０名 ス タ ッ フ 人 数 ： 延べ２２名
年 齢 層 ： ５０歳～７０歳くらい ボランティア人数： 延べ１１名

4



　

実施事業の内容

■6月16日から6月20日
ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）　等
整体サロン運営、生活サポート（パソコン相談と包丁研ぎ）実施

■8月19日から8月22日
ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）　等
整体サロン運営、生ジュース提供、即興演劇上演

■10月4日から10月8日
ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）　等
整体サロン運営、生演奏上演
能登近海の鮮魚提供
及び生活サポート(包丁砥ぎ、パソコン相談､換気扇掃除､窓ふき)実施

■11月8日から11月12日
ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）　等
整体サロン運営、生演奏上演
生活サポート(包丁砥ぎ､パソコン相談)

■12月26日から12月29日
ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）　等
整体サロン運営、リズムワークショップ、生活サポート（包丁研ぎ）実施

■2014年1月26日から1月29日
ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）　等
整体サロン運営、箸作りワークショップ実施
そば打ち体験ワークショップ実施
能登近海のバイ貝提供
床断熱シート設置

■2014年3月10日から3月13日（予定）
ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）　等
整体サロン運営、そば打ち体験ワークショップ、生活サポート（包丁研ぎ）実
施
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リズムワークショップ窓拭き

箸作りワークショップ そば打ちワークショップ

パソコン相談、包丁研ぎ 整体サロン

即興演劇 軽音楽生演奏
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参 加 者 人 数 ： ７８人 ス タ ッ フ 人 数 ： 延べ２１人
年 齢 層 ： ５０歳代～８０歳代 ボランティア人数： 延べ１４人

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

実施の様子：
　毎回制作する作品を講師が事前に制作し、サンプルとして提示する。当日は、
事前に準備した資材を作業手順指示書に従って制作していく。完成後、お互いに
作品を見せ合いながらお茶飲み会を実施し楽しみや悩み、要望などを聞き取る。

参加者の声：
　毎回同じ講師がきてくれるので安心だ。
　２年半も続いていて参加するのが大変楽しみだ。
　回を重ねるごとに熱中しうまくできるようになるのがうれしい。
　終わったあとのお茶飲み会も楽しい。

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

共　催

実施目的・実施内容

実施目的：仮設住宅入居者の自立生活創生のため
　

実施内容：講師派遣及びサロンの運営及びお茶飲み会の実施

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

会　場 ひびき工業団地仮設住宅③談話室（宮城県東松島市）

日 （火） 10 ：2014 年 3 月 11 00

31 日 （火） 14 ： 00 ～

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

サロンの開催／パッチワーク教室

事　業　実　施　報　告　書

2013 年 6 月
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サロンの開設及び運営

パッチワーク教室

講師：阿部 和枝先生、阿部 史枝先生

対象：仮設住宅入居者及び在宅避難者

（１）第１回パッチワーク教室及びお茶飲み会

日 時：平成２５年６月１１日（火）１４：００～１６：００

会 場：ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）

参加者：１２名

（２）第２回パッチワーク教室及びお茶飲み会

日 時：平成２５年７月１６日（火）１４：００～１６：００

会 場：ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）

参加者：１０名

（３）第３回パッチワーク教室及びお茶飲み会

日 時：平成２５年９月１０日（火）１４：００～１６：００

会 場：ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）

参加者：１０名

（４）第４回パッチワーク教室及びお茶飲み会

日 時：平成２５年１０月８日（火）１０：００～１２：００

会 場：ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）

参加者：１１名

（５）第５回パッチワーク教室及びお茶飲み会

日 時：平成２５年１１月１２日（火）１０：００～１２：００

会 場：ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）

参加者：１２名

（６）第６回パッチワーク教室及びお茶飲み会

日 時：平成２５年１２月１０日（火）１０：００～１２：００

会 場：ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）

参加者：１１名

（７）第７回パッチワーク教室及びお茶飲み会

日 時：平成２６年２月４日（火）１０：００～１２：００

会 場：ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）

参加者：１２名

（予定）第８回パッチワーク教室及びお茶飲み会

日 時：平成２６年３月１１日（火）１０：００～１２：００

会 場：ひびき工業団地仮設住宅③談話室（東松島市）

参加者：

8



　

パッチワーク教室

2014.2.4 2014.3.11（予定）

2013.6.11 2013.7.16

2013.9.10 2013.10.8

2013.11.12 2013.12.10
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2014 年 3 月

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

サロンの開催／演劇公演

事　業　実　施　報　告　書

1 日 （土） 18 ： 30 ～

会　場 石巻市　仮設開成団地　開成ささえあい拠点センター

日 （土） 20 ：2014 年 3 月 1 00

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

共　催

実施目的・実施内容

　実施目的：仮設住宅入居者等へ本格的演劇鑑賞の機会創出のため
　

　実施内容：劇団アンゲルス（金沢市）８名来石
　　　　　　「ブラック・メディア」（黒い　王女メディア）公演時間　９０分

　　　　　　パソコン要約筆記付（ノートテイク）

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

実施の様子：
　２８日女川町、大川小学校、南三陸町、石巻市を視察した一行は、訪問前より
も更に強い想いで舞台に臨めた。前日からの舞台設営や音響照明の準備に取り組
む。今後も継続したい。仙台市からの来場者３名あり。ギターのイージー卓氏
は、石巻市出身で湊の実家が被災し実母を亡くしている。

参加者の声：
　来て良かった。涙がでた。このような本格的な芝居を見れて感動した。
　終わったあとキャストのみなさんと交流ができて良かった。
　客席から「来てくれてありがとう」の声が飛んだ。

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

参 加 者 人 数 ： ３５名 ス タ ッ フ 人 数 ： １１人
年 齢 層 ： ４０歳代～７０歳代 ボランティア人数： ５人
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サロン／演劇公演

劇団アンゲルス（石川県金沢市）
「ブラック・メディア」(黒い王女メディア）
原作：Ｗesley Ｅnoch（ウェズリー・イノック＝オーストラリア）
翻訳：佐和田敬司
出演：月原豊、風李一成、下條世津子、澤田春菜、イージー卓（ギター）
演出：岡井直道　　　舞 指導：山下きよみ　　　舞台監督：本庄亮
美術：橋本舞子　　　　　制作：村上和子

会場：石巻市　仮設開成団地　開成ささえあい拠点センター

要約筆記：ＮＰＯ法人パソコン要約筆記文字の都仙台（仙台市）

＊２月２７日、東松島市ひびき工業団地仮設住宅集会所　公演は中止
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石巻日日新聞　2/26.27　掲載

石巻かほく　2/28　掲載

北陸中日新聞 2014.2.20  掲載
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参 加 者 人 数 ： 約１５００人 ス タ ッ フ 人 数 ： ３０人
年 齢 層 ： １５歳～７０歳 ボランティア人数： １０人

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

実施の様子：別添実施写真参照願います。

参加者の声：
・震災を通じてたくさんの人と出会い、勇気をもらい、成長している自分がいる。
　（M's Japan Orchestraメンバー高橋君江さんの声）
・歴史的な大地震を経験してきた彼らが、3年が経過した現在、元気で力強く演奏
　している姿を見て、涙が出そうになった。（観客の声）
・地元に密着した踊りや太鼓演舞などがあり、親しみを持ってみることができ、
　また参加したいと思いました。（地元住民の声）

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

共　催 （人と絆）チャリティーライブ実行委員会

実施目的・実施内容

実施目的：支援を必要としている方に対して募金活動・支援体制を構築するため。

実施内容：チャリティーイベントの開催

イベント内容： 9：00～15：00（ホール内）太鼓団体演舞
　　　　　　　15：00～17：45（サンデルタ中庭）ソングアーティスト演出

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

会　場 津市香良洲町サンデルタ

日 （ ） 17 ：年 月 45

23 日 （土） 9 ： 00 ～

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

イベントの開催

事　業　実　施　報　告　書

2013 年 11 月
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イベント開催について

１．第３回人と絆チャリティーイベントについて
　日時：平成２５年１１月２３日（土）
　時間：９時～１５時（館内）　１５時～１８時（中庭）
　場所：津市サンデルタ香良洲

２．出演者
　・ M's Japan Orchestra
　・ 秋休
　・ ふらっと♭
　・ 郷土芸能
　　　（香良洲町小松区宮踊り)
       (服部博之）
　　　（美里龍神太鼓）
　　　（榊原湯の瀬太鼓）
　　　（津商工会議所青年部元気玉太鼓）
　　　（津高虎太鼓華乃津会）
　　　（津高虎太鼓）
　・ 華乃家ケイ
　・ etsco
　・ キャラメルパッキング
　・ 波瀬容子

３．その他
　来場者数：約１５００人
　来場者内訳
　　10歳未満　　　：１０％
　　10歳～20歳未満：２０％
　　20歳～60歳未満：４０％
　　60歳以上　　　：３０％
　スタッフ人数：３０人
　ボランティア人数：約１０人
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出演者出演のきっかけと交渉履歴

○M's Japan Orchestra（宮城）
  NPOげんき宮城研究所(以下主催団体)と、（人と絆）チャリティーライブ実行委
員会(以下共催団体)が平成２５年６月に石巻を訪れ、開成団地を訪れた際、M's代
表千葉氏及び太鼓演舞に出会い、演舞を拝見したのがきっかけ。
　その後、津市の津祭り（平成２５年１０月）にも出演。交渉に交渉を重ね、本
件イベントに参加していただいた。交渉期間は５ヶ月。

○華乃家ケイ
　チンドン全国大会４位。NPOげんき宮城研究所(主催)の紹介により本件イベント
に参加。交渉期間は３ヶ月。

○秋休（大阪）
○etsuco(三重)
　共催団体の過去のチャリティーイベントに参加し、本件イベントにも参加いた
だく。交渉期間は３ヶ月。

○キャラメルパッキング（大阪）
○ふらっと♭（京都）
　「秋休」後援会の方からの紹介。交渉期間は３ヶ月。

○香良洲町小松区宮踊り
○服部博之
○美里龍神太鼓
○榊原湯の瀬太鼓
○津商工会議所青年部元気玉太鼓
○津高虎太鼓華乃津会
○津高虎太鼓
　本件チャリティーイベント参加のM's Japan Orchestraが、創作和楽器を演舞す
るとのことであったため、三重県内の団体の太鼓演舞も取り入れることを検討。
また、津市香良洲町の指定文化財指定「宮踊り」も取り入れ、地域の参加者に親
しみを持っていただくため小松区の方々にご協力いただいた。８団体で交渉期間
は３ヶ月。

○渡瀬容子
　M's Japan Orchestraが演奏する曲の中に「わせねでや」（加藤登紀子：作）が
あり、本件チャリティーイベントのエンディングソングとしてオペラ歌手を招待
したいという意見が共催団体の中であった。そのため、共催団体の構成員である
金田氏の知人で、武蔵野音楽大学声楽科卒であり、現在オペラ歌手として定期的
にリサイタルを開催している渡瀬容子氏に本件イベントに参加していただきたい
旨の交渉をし、本件イベントに参加していただいた。交渉期間１ヶ月。
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準備スケジュール

＜８月＞
・ 出演者・出演者数の大まかな決定
・ 開催日までの逆算でのスケジュールの決定
・ 開催場所の決定
・ 予算配分の確認、予算に応じた人員の確保のための調整を行う
＜９月＞
・ 出演者の再検討
・ 出演者への出演交渉
・ スタッフ・ボランティア参加者招集
・ 舞台・音響業者の選定
＜10月＞
・ ポスター案作成・修正
・ 出演者の再検討
・ 出演者への出演交渉
・ 出演者視察（三重）
・ 露店参加者選定・交渉
・ タイムスケジュールの作成
・ 開催日当日の人員の確認、及びタイムスケジュールに応じた人員の配置を確認
・ 舞台設置・配置場所の調整
・ 音響業者との業務委託契約
・ ZTV(ケーブルテレビ)への出演交渉
・ 津市・津市観光協会への後援依頼
＜11月＞
・ 出演者視察（三重・大阪・京都）
・ ポスター・フライヤーの配布・頒布（津市・津市観光協会・香良洲町商工会・
津市大門商店街・津市香良洲町・津市内の各商店・各企業、その他津市内でのイ
ベント行事の際に一般の人に配布、香良洲町内での掲示、一般世帯への配布）※
約10,000枚
・ PRのためZTV(ケーブルテレビ)への出演
・ イベント開催日前々日より舞台設置及び音響設備搬入
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＜多目的ホールタイムスケジュール＞

　　９：００～　９：２０　オープニングセレモニー
　
  　９：２５～　９：４５　香良洲町小松区宮踊り
　
  　９：４５～１０：０５　舞台転換

  １０：０５～１０：２０　服部博之

  １０：２０～１０：４０　舞台転換

  １０：４０～１０：００　美里龍神太鼓

  １０：００～１１：２０　舞台転換（華乃家ケイ　チンドン屋ショー１５分）

  １１：２０～１１：４０　榊原湯の瀬太鼓

  １１：４０～１２：００　舞台転換（華乃家ケイ　チンドン屋ショー１５分）

  １２：００～１２：２０　津商工会議所青年部元気玉太鼓

  １２：２０～１２：４０　舞台転換（華乃家ケイ　チンドン屋ショー１５分）

  １２：４０～１３：１５　津高虎太鼓

  １３：１５～１３：４５　舞台転換（華乃家ケイ　歌謡ショー３０分）

  １３：４５～１５：００　M's Japan Orchestra

＜中庭ステージタイムスケジュール＞

　１２：００～　　　　　　公開リハーサル
　　　　　　　　　　　　（キャラメルパッキング、ふらっと♭、etsuco、秋
休）

　１５：００～１５：２５　キャラメルパッキング

　１５：２５～１５：４０　舞台転換
　
　１５：４０～１６：０５　ふらっと♭

　１６：０５～１６：２０　舞台転換

　１６：２０～１６：５０　etsuco

　１６：５０～１７：０５　舞台転換

　１７：０５～１７：４５　秋休
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前葉津市長の挨拶 鯖戸実行委員長の挨拶

げんき宮城髙橋代表の挨拶 げんき宮城門間氏の震災体験講話

岩脇市議会議員の挨拶 来場者の様子
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オペラ歌手渡瀬蓉子氏の
「わせねでや」の歌唱

来場者と記念撮影

M's Japan Orchestra 服部博之

津市指定文化財「香良洲宮踊り」
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太鼓演舞

華乃家ケイ一座
 野外ライブ①

野外ライブ② 野外ライブ③
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配布ポスター
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「

年 齢 層 ： １０代～７０代 ボランティア人数： 延べ６人

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

参 加 者 人 数 ： 約５００名 ス タ ッ フ 人 数 ： 延べ１７人

岡山県 高尾ふれあいセンター 約　１０名

2014.2.22(土) 鳥取県 美穂地区公民館 約　３０名

2014.2.21(金) 鳥取県 ホープスターとっとり 約　１０名

12.8(日)

2013.10.1(火) 愛媛県 松山大学 約４００名

12.7(土)
鳥取県 大和地区公民館 約　２０名

鳥取県 用瀬中央公民館 約　３０名

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

開催日 都道府県 上映会場 来場者数

共　催 災害支援ネットワークNPOかけはし

実施目的・実施内容

【実施目的】
　東日本大震災から、３年の年月が過ぎ、被災地から遠く離れている中国・四国地
方では震災に対する記憶が薄れています。そのような現状を踏まえ、震災発生時に
「必死で立ち上がり復興を目指す被災者」や「自分たちにできることで支えようと
いうボランティア」の生の姿を納めた、ドキュメンタリー映画の上映会と〈まちづ
くりNPOげんき宮城研究所〉による被災地報告を実施することにより、震災に対す
る記憶風化の防止と「被災地のために自分は何ができるか？」を考えるキッカケに
してほしいと考え上映会を実施しました。

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

会　場 愛媛県松山市、鳥取県鳥取市、岡山県新見市

日 （土） ：2014 年 2 月 22

1 日 （火） ： ～

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

ドキュメンタリー映画「PRAY FOR JAPAN」自主上映会

事　業　実　施　報　告　書

2013 年 10 月
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高尾ふれあいセンター

ホープスターとっとり 美穂地区公民館

備北民報　2013.12.6　掲載

大和地区公民館松山大学

用瀬中央公民館
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【アンケート集計】

【アンケート・コメント欄より抜粋】
・映画を見て、東北やボランティアの方々の様子を知ることができました。
・私も東北へボランティアに行き、復興に協力したいと思いました。
・映画を通して、改めて自分たちに何が出来るかをしっかり考えないといけないと感じ
ました。
・私たちにできることはとても小さなことだと思いますが、その積み重ねを大切にした
いです。
・大学を卒業し、地元へ帰っても何か「支縁」ができたらと思います。
・東北へいけない自分たちができることを、小さいことでもいいから何か一つでも始め
たい。
・人と人との暖かさが人を元気にするんだということが良く伝わりました。
・被災地の人も私達もみんなが同時に笑っていられる幸せで生きていける日本を作りた
いですね。
・正直、忘れかけてました・・・。映画を見て改めて被災の重さを認識しました。忘れ
てはいけない！私達にできることはないか、教えさせられました。
・子供たちにぜひ見せてやりたいと思いました。被災の悲惨さばかりを映像で見てきま
したが、今日の映画には未来が見えた気がしました。ありがとうございました。
・この映画では、国境なき、人間愛を学びました。是非、全国へ発信していただけたら
と思います。
・今、生きていることへの感謝と、災害の地においても”生きる”ことへの力強い活動
を本当に驚き、感銘を受けました。
・２年半経って忘れてはいけないと思った。遠い場所のことと思ってはならない。刻々
と現状が変わっていく。変化にも関心を持ってみていかなければならない。知らないこ
ともある。こういう場で知らされると驚く。こういう活動は、必要だと思う。何かしな
ければと思う。語り続けようと思う。
　

【事業を終えて】
　本助成事業により、中国・四国地方では６会場（約５００名）でドキュメン
タリー映画の上映会を開催することができた。上映後には、アンケートにもあ
るように被災地支援に対する意識の向上が確実にみられ、実際に復興支援の行
動を起こしたという声も届いている。この上映会は「震災の記憶風化の防止」
に効果的であり、今後も一人でも多くの方にこの映画を観て頂くことが、継続
的・持続的な復興支援に繋がると強く感じている。この上映会は「震災の記憶
風化の防止」に効果的であり、今後も一人でも多くの方にこの映画を観て頂く
ことが、継続的・持続的な復興支援に繋がると強く感じている。近いうちに必
ず起こると言われている「南海トラフ大地震」に備えるため、東日本からの教
訓として、四国地方の太平洋側での上映会を今後も積極的に行いたいと考えて
いる。

男性
46%

女性
54%

男女比

大変

良

かっ

た
68%

良

かっ

た
26%

普通
3%

いま

いち
3% 悪

かっ

た
0%

感想

強く

思っ

た
58%

思っ

た
40%

特に

思わ

ない
2%

映画を観て、自分も何

かをしたいと思いまし

たか？
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「

参 加 者 人 数 ： ３１５人 ス タ ッ フ 人 数 ： 延べ２６人
年 齢 層 ： １０歳代～８０歳代 ボランティア人数： 延べ３３人

共　催

実施目的・実施内容

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

　実施の様子：
　　上映会を行い、アンケートを実施しその後に「復興地のいま」を報告した。

　参加者の声：
　　報道で知っていたつもりが、実は一面しか見ていなかったことを知った。
　　これからでも自分ができる支縁があることを知った。
　　復興が進んでいると思っていたが、そうではなことが分かった。
　　ボランティアの人々の活躍を知ることができ、感動した。

　アンケート結果：後述記事参照
　

　実施目的：「災害文化の確立と伝承・承継」

　　　　　　　①支援の感謝と御礼
　　　　　　　②忘れないで下さい
　　　　　　　③教訓として生かしてほしい
　　　　　　　④1000年後の世代まで語り継ぐ

　実施内容：映画上映会および現地報告、交流会　全１１回開催（１４回予定）

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

会　場

日 （月） 13 ：2014 年 3 月 10 30

27 日 （火） 14 ： 00 ～

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

映画自主上映会の開催

事　業　実　施　報　告　書

2013 年 7 月
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映画自主上映会の開催

東日本大震災長編ドキュメンタリー映画「PRAY FOR JAPAN ～心を一つに～」

監督：スチュー・リービー監督、プロデューサー 文部科学省推薦 全編９７分

（１）第１回映画自主上映会

日 時：平成２５年７月２７日（火）１８：００～２０：００

会 場：みやぎＮＰＯプラザ 第２会議室（仙台市） ５名

（２）第２回映画自主上映会

日 時：平成２５年８月１８日（日）１３：００～１５：００

会 場：津観音資料館（津市） ２５名

（３）第３回映画自主上映会

日 時：平成２５年８月１８日（日）１６：００～１８：００

会 場：津観音資料館（津市） １５名

（４）第４回映画自主上映会

日 時：平成２５年８月１９日（月）１０：００～１２：００

会 場：あのつピア研修会議室（津市） ５０名

（５）第５回映画自主上映会

日 時：平成２５年８月１９日（日）１４：００～１６：００

会 場：あのつピア研修会議室（津市） ３０名

（６）第６回映画自主上映会

日 時：平成２５年１０月１１日（金）１３：００～１５：００

会 場：津市河芸総合支所（津市） ７０名

（７）第７回映画自主上映会

日 時：平成２５年１０月１２日（土）１２：００～１４：００

会 場：津祭り会場特設テント（津市） ５名

（８）第８回映画自主上映会

日 時：平成２５年１１月１９日（火）１４：００～１６：００

会 場：焼津市総合福祉会館（焼津市） ３０名

（９）第９回映画自主上映会

日 時：平成２５年１１月２０日（水）１８：００～２０：００

会 場：浄土宗柏心寺本堂（飯田市） ２５名

（１０）第１０回映画自主上映会

日 時：平成２５年１１月２１日（木）１６：００～１８：００

会 場：金沢大学角間キャンパス講義室１０２教室（金沢市） ３０名

（１１）第１１回映画自主上映会

日 時：平成２６年３月１（土）１８：００～２０：３０

会 場：大田区消費者生活センター（東京都大田区） ３０名

開催予定
（１２）第１２回平成２６年３月８日（土）１６：００～１８：００ 金沢市

（１３）第１３回平成２６年３月９日（日）１８：００～２０：００ 町田市

（１４）第１４回平成２６年３月１０日（月）１１；３０～１３：３０ 相模原市
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2013.11.21 2014.3.1

2013.7.27 2013.8.18①②

2013.8.19①② 2013.10.11 2013.10.12

2013.11.19 2013.11.20
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　年齢別では、５０歳代が２１．４％と最も高く、６０歳代を含めると全体の４３．
４％を占める。地域社会を担う年代の関心の高さを表している。また、１０歳代のほと
んどは親子で鑑賞していた。
　性別では、男性が６２．９％を占めた。
映画をみた感想は７４．３％が大いに満足と回答し、考えさせられた、教訓にしたい、
我が身を振り返る機会になった等の意見が寄せられた。５．３％の不満には、原発事故
を取り上げていないのはどうしてなのかとの意見もあった。

【コメント紹介】
○８／２５から楽しくボランティアをやっていきたいと思います。（６０歳代男性）
○この感動をいつまでも忘れないようにしたい。（６０歳代男性）
○感動的で泣けました。人のすばらしさを感じさせてくれました。（４０歳代男性）
○ぼくもボランティアに行くので、現状を知れてよかったです。少しでもみんなを笑顔
にしていきます。（１０歳代男性）
○東日本大震災にあった人は、普通の生活ができずになっているので凄く辛いし大変だ
と思います。（１０歳代女性）
○東日本大震災で家をなくしてしまった人もいるけど笑顔でいれたらいいなと思いまし
た。（９歳男性）
○このDVDは自治会全員に見て頂きたいと思いました（６０歳代男性）

合計 84 23 6 113

構成比 74.3% 20.4% 5.3% 100.0%

不満 合計

合計 36 48 23 5 1 113

やや不満

【映画をみて】
大満足 満足 普通

100.0%

構成比 62.9% 37.1% - - - -

合計 100 59 159 100.0% 100.0%

21.4%

43.4%
11.3%

15.1%８０歳代 2 4 6 3.8%

22 13.8%

58.5%

６０歳代 30 5 35 22.0%

７０歳代 15 3 18

５０歳代 22 12 34

20.1%

41.5%

２０歳代 5 8 13 8.2%

３０歳代 6 6 12 7.5%

21.4%４０歳代 13 9

１０歳代 7 12 19 11.9%

映画自主上映会「PRAY　FOR　JAPAN　～心を一つに～」

アンケート結果

【年齢別・性別】
性別 構成比

男性 女性 合計 ％ ％ ％
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2013.11.22　信濃毎日新聞　掲載

2013.11.8　信濃毎日新聞　掲載

2013.11.30　朝日新聞／石川版　掲載
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参 加 者 人 数 ： ５名 ス タ ッ フ 人 数 ： ４人
年 齢 層 ： １０代〜５０代 ボランティア人数：

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

【相馬地区での漁業従事者の話】
・「福島」という産地（水揚げ漁港）がつくだけで売れないという現状がある。
・先のことが考えられない。どうでもいいや…と思ってしまう。
・震災後に新しい産業を作って行かないと生きて行けない。
【浪江町出身仮設住宅自治会長の話】
・同じ浪江出身の仮設住宅であっても、実はほとんどつながりのない人たちが集まっているため、3年経った
今もそのつながりを作ることが重要になってきている。
・町としては町へ戻りましょうという働きかけをしているが、実際は戻ると言っている人は3割しかいない。
であるならば、もっと出身地の集まりを作って行かないとどんどんコミュニティーが希薄になってしまう。
・広域避難を選択した人たちに対して、最初は理解出来ない気持ちがあった。しかし今は、自分たちよりもっ
と悩んで選択したのだと思えるようになった。後悔しないように頑張って欲しい。
【飯館高校に通う女子高生の話】
・避難生活が慣れてしまって、すでに今の状態が日常になってしまった。
・私は飯館が好きだから、もし村に帰れるようになったら飯館に戻って飯館で生活したい。
【相馬地区で新しくパン屋を始めたご夫婦】
・高校生の娘がいるが、県外への避難も実は考えたが踏み切れず、今は相馬で新しく事業を始めた。
・実は、この付近のお医者さんの家族はみな県外へ避難したということを聞いて、避難をしなかったことは間
違いなのでは、と悩むこともある。

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

共　催 特定非営利活動法人メディアージ

実施目的・実施内容

 離ればなれになった地域のコミュニティーがないことによる不安の声が聞かれます。そこ
で、福島県内（特に南相馬・相馬地区）で避難生活を送る方々から、福島から原発被害の
影響による石川県へ広域避難した方々へ向けたビデオメッセージを制作しました。
実施内容：飯館村や浪江町など未だに帰ることが出来ない地域の出身であり、現在は福島
県内の仮設等で避難生活を送る方々を中心にインタビューを実施。

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

会　場 福島県南相馬市相馬市・各所

日 （ ） 19 ：年 月 00

19 日 （日） 10 ： 00 ～

事業名: 広域連携による持続的復興支援体制構築事業

その他（動画メッセージによる福島交流事業）

事　業　実　施　報　告　書

2014 年 1 月

＜福島の方々の声＞

・今も放射能などの不安はたくさんあるが、地元

で頑張っている様子を知ってもらいたい。

・広域避難者の情報がなかなか手に入らないので、

避難を選択することに躊躇がある。今でも県外へ

避難した場合、どういう生活になるのか知りたい。

＜広域避難者の方々の声＞

・地元の情報について行政からのお知らせではカ

バーしきれない。今、地元がどんな状況にあるの

か、細かなことが知りたい。

・西に行くほど避難先に避難者が少なく、市民か

ら理解されにくく、周りの空気が悪いので、離れ
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参 加 者 人 数 ： 約４０名 ス タ ッ フ 人 数 ： ３人
年 齢 層 ： １０代〜７０代 ボランティア人数：

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

　当日の視聴者数は延べ６０名程度であった。しかし、遠方にいても報告会に参加
することができたことで、今後の広域連携のあり方としてこのようなインターネッ
トを使った報告会や交流事業の可能性を感じることとなった。

視聴者の声：
・様々な団体の活動報告を聞くことが出来て、色々な支援があることがわかって良
かった。
・被災地の情報があまりないので、まだまだ復興は進んでいない、仮設などで暮ら
す方々がまだたくさんいるということを知った。
・報告会に行きたかったが、用事があって行けなかったので、あとでアーカイブが
見られて助かった。
・もうすぐ3年になるが、心のケアが必要だということを知った。

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

共　催 特定非営利活動法人メディアージ

実施目的・実施内容

　本プロジェクトは広域連携という性質上、支援者や協力者が他地域にまたがって
いるためUstreamを使ったネット中継で報告会を行い、支援の御礼に代わる活動報
告及び、更に長期的な活動への協力を呼びかけた。また動画でネット上にアーカイ
ブを残すことで、当日に来られなかった人へのフォロー、ボランティアや被災地支
援に興味はあるが何をしたらいいか分からないといった層へのアピールにもつなげ
た。
　当日の配信URLは以下の通り。
　http://www.ustream.tv/channel/mediage

　また、この動画は各団体ごとに見やすい形でDVD化を行い、各団体は個々に支援
協力者への配布等に利用する。

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

会　場 ＩＴビジネスプラザ武蔵（金沢市武蔵町１４－３１）６Ｆ交流室１

日 （ ） 16 ：年 月 00

16 日 （日） 12 ： 00 ～

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

Ustream交流会の開催・事業報告会の開催

事　業　実　施　報　告　書

2014 年 2 月
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「

参 加 者 人 数 ： ス タ ッ フ 人 数 ： 延べ２６人
年 齢 層 ： ボランティア人数： 延べ８人

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

　実施の様子：
　　順次、関係機関への配布作業を進めかつ希望者への配布も行う。

　参加者の声：
　　「稲むらの火」を初めて知った。
　　「稲むらの火」は知っていたが、紙芝居やDVDがあるのは知らなかった。
　　　多くの人々に知ってほしい。

参加者人数・年齢層 スタッフ人数・ボランティア人数

共　催

実施目的・実施内容

　実施目的：英語及びギリシャ語の字幕スーパーを入れたDVDを制作し、国内在住の
　　　　　　外国人特に英語指導助手や留学生等が津波を知り学ぶきっかけとする。

　実施内容：翻訳から制作までの期間及び配布先の選定など同時にすすめる。
　　　　　　映画上映会時や交流会、事業報告会などで紹介した。

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

会　場

日 （ ） ：2014 年 3 月

27 日 （火） 14 ： 00 ～

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

DVD「稲むらの火」製作配布事業

事　業　実　施　報　告　書

2013 年 7 月
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DVD教育紙芝居「稲むらの火」字幕入り制作配布事業

○制作の背景：
　　平成21年度WAM独立行政法人福祉医療機構の助成事業の採択を得て、紙芝居
　からDVDを制作し、県内の小学校と市町村社会福祉協議会に無償配布した。
　30年以内に99％発生すると言われていた宮城県沖地震に備えるための教材の
　一つになればとの思いからであった。1年後、FAXでアンケートを実施したが
　活用されたのは数校しかなかった。その後、日本語の字幕を入れ町内会等の
　防災減災研修会を実施している途中で、今回の東日本大震災が起こった。
　　石巻市立万石浦小学校の米国人英語指導助手のテイラー・アンダーソンさん
　が子どもたちを避難させて自らが逃げ遅れて亡くなった。
　災害時の要援護者の中でも、在日外国籍の人々が津波のことを理解していな
　かったり防災無線の内容も分からず避難場所すら知らなかったという調査結果
　が発表されたのを契機に英語の字幕入り制作構想が生まれた。その後に、原作
　者であるラフカディオ・ハーンこと小泉八雲の没後110年記念国際シンポジウム
　がギリシャ・レフカダ市での開催が決まり、ギリシャの子どもの防災教材にも
　活用してもらうこととして制作作業が開始された。

○制作の工程
　①英語及びギリシャ語の翻訳者選定
　②ジャケットに日本語と英語の説明文を入れることが決定
　③制作は、KHB東日本放送の子会社で(株)東北朝日プロダクションに委託した。
　④平成25年12月500枚が完成し、順次配布を開始した。
　

DVD教育紙芝居「稲むらの火」

原作：小泉八雲

翻案（再話）：中井常蔵

翻　訳
ギリシャ語：柳田富美子
英語：Heather　Dixon

「ラフカディオ・ハーンと津波」
日本文と英文

小泉　凡（小泉八雲曽孫）

企画・制作
まちづくりNPOげんき宮城研究所
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　 DVD教育紙芝居「稲むらの火」ジャケット

時間 約10分、リージョンナンバーはALLなのでDVDプレーヤーなら世界

中どこでも視聴できる
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2013.11.26 読売新聞掲載

2013.5.17 石巻かほく掲載
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「

参 加 者 人 数 ： ５０人 ス タ ッ フ 人 数 ： １２人
年 齢 層 ： ２０歳代～６０歳代 ボランティア人数： ５人

共　催

実施目的・実施内容

スタッフ人数・ボランティア人数

　実施の様子：実行委員長挨拶から各団体事業報告及び事例報告をおこなう。
　　　　　　　参加者３人から挨拶をいただく。
　　　　　　　フリートークでは、金沢大学ボランティアサポートステーションから
　　　　　　　今後の活動計画の発表があった。
　　　　　　　Ustream視聴者は、約60名

　参加者の声：各団体の多様な活動を知ることができて良かった。
　　　　　　　支縁の内容を知ることができ自分でも何ができるか考えさせられた。

　実施目的：助成事業の成果報告及び連携強化

　実施内容：連携５団体の事業成果報告と金沢市の２団体が事例報告を行う。

　　　　　　Ustream動画配信（担当：NPO法人メディアージ）

実施の様子・参加者の声・アンケート結果

主　催 まちづくりNPOげんき宮城研究所

会　場 ITビジネスプラザ武蔵　6F交流室１（金沢市武蔵14-31）

日 （日） 16 ：2014 年 2 月 16 00

16 日 （日） 14 ： 00 ～

事業名:広域連携による持続的復興支援体制構築事業

事業報告会

事　業　実　施　報　告　書

2014 年 2 月
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事業報告会

「広域連携による持続的復興支援体制構築事業」

実行委員会

実行委員長 阿留多伎 眞人教授（尚絅学院大学人間総合学部生活環境学科長）

実行委員 大森 功資（災害支援ネットワークNPOかけはし 代表）

同上 熊野 盛夫（NPOかなざわ志縁隊 代表）

同上 鯖戸 伸弘（（人と絆）チャリティーライブ実行委員会 代表）

同上 大矢 中子（NPO法人メディアージ 代表理事）

同上 髙橋 昌典（まちづくりNPOげんき宮城研究所 代表理事）

次第

１．髙橋代表理事開会挨拶

２．実行委員長挨拶

３．事業報告

①まちづくりNPOげんき宮城研究所（宮城県多賀城市）

②NPO法人メディアージ（宮城県石巻市）

③NPOかなざわ志縁隊（石川県金沢市）

④災害支援ネットワークNPOかけはし（岡山県新見市）

⑤（人と絆）チャリティーライブ実行委員会（三重県津市）

４．事例報告

①金沢大学ボランティアさぽーとステーション（金沢市）

②NPO法人災害支え愛ネットワークさくら（金沢市）

５．来場者紹介及び挨拶

６．フリートーク

７．門間事務局長閉会挨拶

８．記念撮影

事業報告会を終えて

広域連携による復興支援体制を構築する目的でスタートした当プロジェクは、

事業を通じて相互理解と協働の重要性の認識を深めた。事業報告会において互い

に発表しあい、参加者からも多彩な活動を知ることができて良かったとの声が

寄せられた。Ustream動画配信も当日会場に来れなかった多くの人が視聴した。

報告書とともに有効な伝達手段であり、DVDにして関係機関に配布予定である。

支援内容が多様化し複雑化し個別化している現状には、より多くの団体・

個人の参加が望まれている。現地は、まだまだ支援が必要なのだから。

次年度は、３～４団体が新たに加わり持続的な支縁を継続拡大する。
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NPOかなざわ志縁隊 NPO法人メディアージ 動画配信中

金沢大学ボランティア
さぽーとステーション

NPO法人災害支え愛ネットワーク
さくら

事業報告会

阿留多伎実行委員長挨拶 髙橋代表理事開会挨拶

げんき宮城研究所 NPOかけはし チャリティーライブ
実行委員会
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事業のまとめと今後の展望 

 

まとめ 

□  東日本大震災から３年が過ぎた。あの時生まれた子が３歳になり、小学校を卒業 

した生徒が中学校を卒業し４月には高校生となる。子どもたちにとって３年の月日の

流れは、どのようなものであったのだろうか？大人の感じる時間とは、まるで異質な

ものに違いない。未曽有の想定外の災害で、国難だ絆だと叫んだ声や復旧復興に国民

の心を一つに等々どこへ行ってしまったのかと思える現実がそこにある。 

 膨大な復興予算が組まれ、インフラの整備などは遅まきながら進展している。だが 

市民の生活は、避難所から災害応急仮設住宅へ移行したまま時間が止まっており置か

れた状況の深刻化は加速している。阪神淡路大震災においても経験した４年目からの 

事態の複雑さや深刻さが顕在化しつつある。 

□ 当報告書は、多様化し複雑化し個別化している復興（被災）者の自立生活創生のた

めに広域的持続的復興への支縁体制を早期に確立するために志を同じくする団体が

連携し１年間活動してきた記録である。当初の目標であった地域文化総力を挙げた支

縁は、道半ばだが進むべき方向は明確であり達成感はそれなりに得られた。 

そして、５団体の持ち味を生かしながら地域を巻き込み多くの協力者を獲得できた。    

 

今後の展望 

□  初期の報道格差が支縁格差になり復興格差をさらに助長している中で、今後さらに 

 問題が顕在化し深刻化してくることは明白であり、現実すでに表面化している。 

 それ故に、それだからこそ各地の団体・個人が積極的に交流しニーズとウオンツを浮

き彫りにして行く地道な活動がそこに求められている。地元の１団体ではすでに対応

しきれない課題が山積しており、その解決は急を要する。従って、広域連携による持

続的支縁体制の構築を急がなければならない。    

□  新たに参画する団体・個人を増やし、長期的持続的な世代間地域間交流を促進しな

がら復興（被災）者の自立した生活創生をともに作り上げていくことが急がれる。 

 

□  実行委員長を快く引き受けていただいた阿留多伎教授、今回共に活動を行った４団

体及びその協力者のみなさん、げんき宮城のクルーに心から感謝申し上げます。 

□  最後に、ＷＡＭ独立行政法人福祉医療機構及びご指導いただいたご担当の方々に 

改めて感謝申し上げます。 

 

まちづくり NPO げんき宮城研究所 

代表理事 髙橋 昌典 

 


